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SDGs　11 『いい空気』とは

いい空気の価値をみんながわかっている

『泊まれば泊まるほど森が増えていく』

奥田　法行会長■ 会長挨拶
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2022-23年度 ： RIテーマ

「IMAGINE ROTARY」

安城ロータリークラブ会長方針：

「チャレンジロータリー、笑顔で学ぼう」

デンマークには『ヒュッゲ（Hygge）』という言葉があります。ヒュッゲとは、豊か

な時間の過ごし方のような心の持ち方だったり、心地よい時間空間、体験を

通して得られる幸福感を表すデンマーク語です。ヒュッゲを大切にしてきた

理由は、北欧の冬にあります。屋内を快適にしないと寒くて暗い冬を過ごせ

ないからです。そこには居心地の良いインテリアだけでなく、もちろん空気も

含まれています。しっかり断熱されて暖かい空間、重くない空気、そして日照

時間の短い冬でも光を取り入れやすいような工夫によって快適な住環境を生み出しています。

環境設備エンジニアリングという仕事は空気にこだわることにより、環境にも優しくなる仕事のことです。数値で二酸化炭素の削減量

を可視化できるプロジェクトがあります。
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今日は、空気をデザインしている人の話です。北欧の国、デンマーク・コペンハーゲンで環境設備エンジニアリングとして活躍している

蒔田智則さんのお話を紹介いたします。

『私たちは1日に1㎏の食べ物を食べ、2㎏の水を飲み、空気は20㎏も吸っています。みんな健康のために食べ物や水に気を使うけれ

ど、生活や仕事の質への影響が大きい空気には、なぜか気を使わないですね。』たしかに空気の質を意識したことってあまりないかも

しれませんね・・。空気の質はどのように人に影響をするのでしょうか？たとえば、空気中の二酸化炭素が増えると頭が重くなったり、

気分が悪くなったりします。逆に、いい空気は人間の作業効率を15％アップさせると言われているので、その結果仕事がうまくいき達

成感も生まれます。

泊まれば泊まるほど森が増えていくという循環の形をつくること。最初に木を植えて育て、その木からキャビンができ、さらにそこに人が

泊まりに来てお金を落とし、そのお金でまた植林をして森が増えるというサイクルです。左の図のサイクルです。

この建物が、どれだけ地球の環境負荷を削減するのに貢献しているかを、

数値で表せるようにしたのが下の図です。木製のキャビンは一部使用され

ている鉄やガラスなどの製造の為に1棟当たり13ｔ程のＣＯ2を排出しますが、

木材の炭素固定効果を含めると1棟あたり11ｔのＣＯ2を吸収・固定化してい

るという結論がでたそうです。（木には大気中から吸収された二酸化炭素が

光合成を行うことにより炭素として樹木に取り込まれ、樹木が伐採されて木

材・木製品に加工された後も、木材に炭素が固定されたままでいます。）

よってCO2の削減ができるのです。



いい空気は自然の力を借りてつくる

✿　今月のお祝い ・米山記念奨学金授与

　 ◆　本日の例会　ガバナー補佐訪問

市川　護幹事

【本日のセレモニー】

■ 幹事報告

1. 本日例会終了後 クラブアッセンブリーを開催いたします。

2. 10/14（金）定款により休会となります。お間違えなく！

3. 10/20（木）明祥中学校 油ヶ淵クリーン活動が行われます。

自然の力を活かして、室内の空気を構成する光、換気、温度などを調整し、室内環境を整える。日本

では空調、照明を使い、住みやすい環境を求めていますが、北欧では、日光をうまく取り込み明るさや

温度の調整をします。人間って、朝に太陽の光で目覚め、夕方には夕日の光によって眠くなるようにで

きています。同じ照明の光を見て暮らすよりも、自然光をうまく取り込むことで生活の質が上がります。

風は、うまく換気をして空気を流してあげることによって温度、匂い、空気の新鮮度、二酸化炭素の量

などが調整できます。そよ風の流れるのって気持ちがいいですよね～

このように自然の要素を取り込んで総合的に『いい空気』をつくると、人の体にも環境にいい空間が生

まれます。

蒔田さんが携わった三重県のいなべ市に『ヒュッゲ』をイメージしたアウトドアフィールドが2023年春に

オープンするそうです。是非皆さん、訪れてください。
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